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　4月から各遺跡で発掘調査が次々
に始まりましたが、下坂本清合遺跡
では、さっそく銅でできたはんこ（銅
印）が見つかりました！
　県内で 6例目、鳥取西道路の発掘
調査では 2010 年度の高住平田遺跡
に続いて 2例目となる銅印の出土で
す。さて、今回の銅印はどんなもの
なのでしょうか。

　日本で銅印が使われ始めたのは奈良時代（約 1,300 年前）からで、最初は役所
などで使われていました。奈良時代の終わり頃からは、貴族や地方の有力者、お
寺などでも銅印を使うようになります。
　今回、下坂本清合遺跡で見つかった銅印は、印面が 2.3 ㎝四方、全体の高さは
2.5 ㎝ほどあり、手で持つためのつまみ部分には紐を通す孔があいています。こ
れらは今まで国内で出土している多くの銅印の特徴とよく似ています。

　下坂本清合遺跡の銅印の印面には「吉」の一文字が浮き
出るように彫られています。一文字の銅印は、貴族など身
分が高い人の名前から一字を取ることが多かったようです。
　今回出土した銅印は、現代の田んぼの土の中から見つかっ
たため確かなことはわかりませんが、奈良時代から平安時
代にかけての有力者が、遺跡の近くにいたのかもしれませ
んね！
　ちなみに、高住平田遺跡の発掘調査で見つかった銅印には、「木」の一文字が彫ら
れていました。鳥取西道路の調査では「吉」と「木」の銅印が見つかったことになります。
　「吉」「木」・・・。出てきた文字を合わせると、誰かの名前が完成したりして・・・！？
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松原田中遺跡（２区）
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　今年度の発掘調査は、昨年度

調査を行った 1区の東側隣接地

の２区と、さらに東側にやや離

れた４-１区の２ヶ所の調査を

行っています。

　このうち、２区からは近世（主

に江戸時代）以降の農作業で生

じたと思われる耕作溝が多く見つ

かったので、その様子を地上 22ｍの高さまで昇ること

のできる高所作業車を使って写真の撮影を行いました。

　現在は耕作溝の調査を終了し、さらに古い時代の遺

構や遺物を見つけようとしているところです。
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※耕作溝…畑を耕作してできた溝
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